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〇第 1回学習会レジュメ P2の図の補足説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●上図に消費税の動き（外税）を追記 

売上 
1000 

（＋税 100） 

仕入れ 
200 

（＋税 20） 

外注費 

通信費 

修繕費 

地代家賃 

など 

600 

（＋税 60） 

人件費 

租税公課 

減価償却費 

支払利息 

300 

利益 －100 

消費税 

納税額 
（税 20） 

 

＊売上にかかる消費税 100 

－仕入れ・外注費などの支払いに係る消費税（20＋60） 

＝ 消費税納税額 20 ＝ 付加価値 200×消費税率 10％ 

付加価値 

200 

相手方 

事業者に

支払い 

800 

（＋税 80） 

消費税額計算では、仕入れと外注費などを合わせて「仕入」と呼び、

売上にかかる消費税から「仕入」にかかる消費税を差し引くことを 

「仕入税額控除」という。 


